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市
で
は
地
域
別
に
申
告
相
談
会
場
を

設
け
ま
す
。
申
告
相
談
を
希
望
す
る
人

は
、
左
記
に
よ
り
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　
例
年
、
会
場
は
か
な
り
混
雑
し
ま
す

の
で
、
「
確
定
申
告
の
手
引
き
」
な
ど

を
参
考
に
自
分
で
申
告
書
を
作
成
し
、

郵
送
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
な
お
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、

画
面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額
を
入
力
す

る
こ
と
に
よ
り
、
税
額
な
ど
が
自
動
計

算
さ
れ
、
確
定
申
告
書
を
作
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
作
成
し
た
デ
ー
タ
は
、
印
刷
し
て
書

面
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ

か
、
ｅ
ー

Ｔ
ａ
ｘ
（
電
子
申
告
）
を
利

用
し
て
提
出
で
き
ま
す
。

　
ｅ
ー

Ｔ
ａ
ｘ
で
電
子
申
告
し
た
人

は
、
５
、
０
０
０
円
の
税
額
控
除
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
平
成
19
年
分

か
20
年
分
に
利
用
し
た
人
以
外
）。
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▽
所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
人

・
営
業
、
農
業
、
不
動
産
な
ど
の
所
得

　
が
あ
る
人
で
、
昨
年
１
年
間
の
合
計

　
所
得
金
額
が
、
基
礎
控
除
、
配
偶
者

　
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
の
所
得
控
除

　
の
合
計
額
を
超
え
る
人

・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
で
、
給
与
所
得

　
以
外
の
所
得
の
合
計
額
が
20
万
円
を

　
超
え
る
人

・
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
も
ら
っ
て

　
い
る
人

・
給
与
の
年
収
が
２
千
万
円
を
超
え
る
人

・
医
療
費
控
除
、
寄
附
金
控
除
、
雑
損

　
控
除
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除（
１

　
年
目
）
な
ど
を
受
け
る
人

※
生
命
保
険
や
損
害
保
険
の
満
期
・
解

　
約
保
険
金
も
一
時
所
得
と
し
て
申
告

　
の
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
人

　
平
成
22
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に

住
所
が
あ
る
人
は
原
則
と
し
て
市
県
民

税
の
申
告
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
次

の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
申
告
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人

・
平
成
21
年
中
の
所
得
が
給
与
ま
た
は

　
公
的
年
金
の
み
で
あ
る
人

※
平
成
21
年
中
の
所
得
が
給
与
ま
た
は

　
公
的
年
金
の
み
の
人
で
、
所
得
税
の

　
源
泉
徴
収
税
額
は
な
い
が
、
医
療
費

　
控
除
、
寄
附
金
控
除
、
雑
損
控
除
、

　
扶
養
控
除
な
ど
を
受
け
よ
う
と
す
る

　
人
は
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
公
的
年
金
受
給
者
で
扶
養
親
族
等
申

　
告
書
を
日
本
年
金
機
構
（
旧
社
会
保

　
険
庁
）
へ
提
出
し
て
い
な
い
人
は
、

　
扶
養
控
除
の
申
告
を
す
る
と
市
県
民

　
税
が
少
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
日
時
お
よ
び
場
所
　
下
表
の
と
お
り

▽
申
告
時
に
必
要
な
も
の

・
源
泉
徴
収
票

・
生
命
保
険
な
ど
の
支
払
証
明
書

・
印
鑑

・
通
帳

　
そ
の
他
必
要
書
類
を
持
っ
て
お
越
し

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　

　
市
税
務
課

　
　
０
８
６
９
―

２
２
―

１
１
１
４

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　http
://w
w
w
.nta.go.jp

/ind
ex.htm

　
西
大
寺
税
務
署
で
は
、
確
定
申
告
期

間
中
の
日
曜
日
に
申
告
相
談
を
実
施
す

る
日
が
あ
り
ま
す
。

▽
相
談
実
施
日
　

　
２
月
21
日
（
日
）
・
28
日
（
日
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
西
大
寺
税
務
署

　
　
０
８
６
―

９
４
２
―

３
８
１
５

確定申告とは、2月1616日から日から3月1515日までに、前年の1月1日から日から12月31日までの日までの

1年間に得たすべての所得とその所得についての税金を計算し、

確定申告書を提出して、源泉徴収や予定納税で納めた

税金などとの過不足を精算する手続きをいいます。

自営業者、農・水産業などを営む人は、

自分で税額を計算し、申告・納税しなければなりません。ん。

給与所得者は、年末調整で1年間の所得と税額が

確定するため、あらためて確定申告をする必要はありません。

しかし、2カ所から

給与をもらっている人や

給与所得以外の所得がある人は、

確定申告を行う必要があります。

確定申告とは、2月16日から3月15日までに、前年の1月1日から12月31日までの

1年間に得たすべての所得とその所得についての税金を計算し、

確定申告書を提出して、源泉徴収や予定納税で納めた

税金などとの過不足を精算する手続きをいいます。

自営業者、農・水産業などを営む人は、

自分で税額を計算し、申告・納税しなければなりません。

給与所得者は、年末調整で1年間の所得と税額が

確定するため、あらためて確定申告をする必要はありません。

しかし、2カ所から

給与をもらっている人や

給与所得以外の所得がある人は、

確定申告を行う必要があります。

確
定
申
告
期
の
日
曜
日
も

相
談
実
施

申告相談会場地区別日程表

曜日

日付

地区

日付

日付

日付

地区 牛窓 福谷・虫明 尻海・庄田

裳掛コミュニティ 瀬戸内市役所２階大会議室

服部 長浜 鹿忍・千手 牛窓八日市・長船

牛文・磯上 福里・土師 福岡

ゆめトピア長船 牛窓町公民館３階大会議室

瀬戸内市役所２階大会議室

ゆめトピア長船２階リフレッシュスタジオ申告会場

日付

地区

地区

地区

申告会場

申告会場

申告会場

申告会場

月 火 水 木 金

瀬戸内市役所

地区指定なし

東谷・豊原・大窪 尾張・山手・豊安 山田庄

西須恵・東須恵・
飯井

上笠加・下笠加・
箕輪・北池

大富・福山・向山・
北島

本庄・上山田・
下山田

豆田・福元・百田・
宗三・福中

牛窓町公民館

３月１５日

２月２２日 ２月２３日 ２月２４日 ２月２５日 ２月２６日

２月１９日２月１６日 ２月１７日 ２月１８日

３月８日

３月１日 ３月２日 ３月３日 ３月４日 ３月５日

３月９日 ３月１０日 ３月１１日 ３月１２日

　相談時間　午前９時～正午、午後１～４時
※４カ所の会場のうち、開いている会場は常に１カ所だけです。

▽
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平
成
21
年
中
に
生
命
保
険
が
満
期

に
な
り
ま
し
た
。
申
告
を
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
生
命
保
険
等
の
満
期
や
解
約
の
際

の
一
時
金
は
、
一
時
所
得
に
該
当
し
、

課
税
対
象
所
得
と
な
り
ま
す
の
で
申
告

が
必
要
で
す
。
生
命
保
険
契
約
等
に

基
づ
く
一
時
所
得
の
計
算
は
、
（
一
時

金+

剰
余
金
・
割
戻
金
―

保
険
料
ま

た
は
掛
金
の
総
額
―

50
万
円
）
÷
２
で

求
め
た
金
額
で
す
（
０
円
以
下
と
な
る

場
合
、
一
時
所
得
は
０
円
と
な
り
、
他

の
所
得
と
損
益
通
算
は
で
き
ま
せ
ん
）。

　
な
お
、
一
時
所
得
が
０
円
で
あ
る
場

合
は
、申
告
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
生
命
保
険
の
契
約
に
基
づ
く
年
金
の

受
け
取
り
が
あ
り
ま
し
た
。
申
告
を
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
生
命
保
険
契
約
等
及
び
損
害
保
険
契

約
等
に
基
づ
く
年
金
は
、
雑
所
得
に
該

当
し
、
課
税
対
象
所
得
と
な
り
ま
す
の

で
、
申
告
が
必
要
で
す
。

　
生
命
保
険
契
約
等
に
基
づ
く
雑
所
得

の
計
算
は
（
支
払
金
額
―

年
金
の
支
払

金
額
に
対
応
す
る
保
険
料
額
）
で
求
め

た
金
額
で
す
（
０
円
以
下
と
な
る
場
合

は
公
的
年
金
等
の
雑
所
得
と
損
益
通
算

で
き
ま
す
が
、
そ
の
他
の
所
得
と
損
益

通
算
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
）。

　
国
民
健
康
保
険
税
を
支
払
っ
て
い
ま

す
が
、
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な

り
ま
す
か
。
ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
を
支
払
っ
た
場
合
は
対
象
に
な

り
ま
す
か
。

　
平
成
21
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
に
申
告
者
本
人
が
支
払
っ
た
国
民

健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
の
全
額
が
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
な
お
、
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ
た

場
合
は
年
金
受
給
者
の
控
除
と
な
り
ま

す
。
年
末
調
整
で
申
請
を
し
な
か
っ
た

人
や
年
金
受
給
者
は
、
確
定
申
告
を
す

る
と
保
険
料
な
ど
が
所
得
か
ら
控
除
さ

れ
、
所
得
税
・
市
県
民
税
が
少
な
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
21
年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費
が

10
万
円
以
下
で
し
た
が
、
医
療
費
控
除

に
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
医
療
費
控
除
額
は
支
払
っ
た
医
療
費

の
領
収
書
の
総
額
が
、
10
万
円
ま
た
は

総
所
得
金
額
等
の
５
％
の
い
ず
れ
か
少

な
い
ほ
う
の
金
額
を
超
え
る
額
が
対
象

と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
総
所
得
金

額
等
が
２
０
０
万
円
未
満
の
人
で
あ
れ

ば
、
支
払
っ
た
医
療
費
が
10
万
円
以
下

の
場
合
で
も
医
療
費
控
除
の
対
象
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
領
収
書
は

必
ず
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
医
療
費
控
除
は
支
払
っ
た
医

療
費
が
還
付
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

所
得
税
・
市
県
民
税
の
所
得
控
除
と
な

り
ま
す
の
で
、
所
得
税
等
源
泉
徴
収
さ

れ
て
い
る
も
の
が
な
い
場
合
、
還
付
さ

れ
る
金
額
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
医
療
費
の
中
に
は
控
除
の
対
象
と
な

　
ら
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

（
例
）

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
費
用 

・
医
師
の
診
断
書
作
成
費
用

・
人
間
ド
ッ
ク
や
健
康
診
断
の
費
用
（
た

　
だ
し
、
診
断
の
結
果
重
大
な
病
気
が

　
発
見
さ
れ
、
そ
の
病
気
の
治
療
を
受

　
け
た
場
合
は
対
象
に
な
り
ま
す
）

　
詳
し
く
は
、
税
務
署
ま
た
は
市
税
務

課
市
民
税
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、

控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
か
。

　
給
与
所
得
者
は
年
末
調
整
の
際
に
勤

務
先
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

年
金
受
給
者
等
で
障
害
者
控
除
を
受
け

て
い
な
い
人
は
、
確
定
申
告
の
際
に
手

帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

Ｑ.

生
命
保
険
が
満
期
時
の

　
申
告
は
？

Ｑ.

国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高

　
齢
者
医
療
保
険
料
の
控
除
は
？

要
介
護
認
定
者
の

障
害
者
控
除

軽
自
動
車
税
の
納
期
限
が

５
月
末
に
変
更

農
耕
作
業
用
自
動
車
の

軽
自
動
車
税

Ｑ.

10
万
円
以
下
の
医
療
費
の

　
控
除
は
？

Ｑ.

障
害
者
手
帳
で
の
控
除
は
？

Ｑ.

個
人
年
金
の
申
告
は
？

Ａ.

必
要
で
す
。

Ａ.

必
要
で
す
。

Ａ.

ど
ち
ら
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

Ａ.

所
得
に
よ
っ
て
受
け
ら
れ
ま
す
。

Ａ.

対
象
に
な
り
ま
す
。

確
定
申
告
Ｑ
＆
Ａ

よ
く
あ
る
質
問
に
お
答
え
し
ま
す

そ
の
他
の
税
金
に
関
す
る
お
知
ら
せ

適
正
納
付
で
ま
ち
づ
く
り

　
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
な
い
人
で

も
、
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
65
歳
以

上
の
人
で
、
障
害
者
手
帳
を
取
得
で
き

る
程
度
の
人
や
常
に
寝
た
き
り
の
状
態

に
あ
る
場
合
は
、
申
請
に
基
づ
き
市
が

発
行
す
る
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

書
」
に
よ
り
、
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て

い
る
人
と
同
等
の
障
害
者
控
除
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す

（
所
得
税
や
市
県
民
税
が
課
税
さ
れ
て

い
る
人
に
限
り
ま
す
）。

　
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
は
、

市
福
祉
課
、
市
保
健
福
祉
部
邑
久
分
室
、

市
牛
窓
支
所
、
市
裳
掛
出
張
所
に
設
置

し
て
あ
る
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
申

請
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手

で
き
ま
す
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
し
て
か
ら
障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
の
交
付
ま
で
10
日
程
度
か
か
り

ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
認
定
書
は
、
障
害
者
控

除
の
適
用
に
の
み
有
効
で
あ
り
、
身
体

障
害
者
手
帳
の
代
わ
り
と
な
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
認
定
基
準
日
　

　
平
成
21
年
12
月
31
日
現
在
の
認
定
状

況
に
基
づ
く

※
平
成
21
年
12
月
31
日
現
在
で
障
害
者

　
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
は
、

　
こ
の
障
害
者
手
帳
に
よ
り
障
害
者
控

　
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
申
請
先

　
市
福
祉
課

　
　
０
８
６
９
―

２
６
―

５
９
４
３

　
市
保
健
福
祉
部
邑
久
分
室
　
　
　
　

　
　
０
８
６
９
―

２
２
―

１
８
１
０

　
市
牛
窓
支
所

　
　
０
８
６
９
―

３
４
―

３
４
３
１

　
市
裳
掛
出
張
所
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
０
８
６
９
―

２
５
―

０
０
０
４

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　h
ttp
://w
w
w
.c
ity.se

to
u
c
h
i.

　lg
.jp
/life

/s
u
p
p
o
rt0
5
_
4
.

　h
tm
l#
k
o
u
z
y
o
n
in
te
i

　　
軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
で

市
内
に
原
動
機
付
自
転
車
、
軽
自
動
車
、

小
型
特
殊
自
動
車
、
二
輪
の
小
型
自
動

車
を
所
有
し
て
い
る
人
に
掛
か
る
税
金

で
す
。

　
平
成
22
年
度
か
ら
軽
自
動
車
税
の
納

期
限
が
４
月
末
日
か
ら
５
月
末
日
に
変

更
に
な
り
ま
す
。
５
月
中
旬
ご
ろ
に
納

税
通
知
書
が
届
き
ま
す
。
　

※
平
成
21
年
度
に
発
行
し
た
納
税
証
明

　
書
の
有
効
期
限
が
平
成
22
年
４
月
29

　
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
降
５

　
月
末
日
ま
で
に
車
検
を
受
け
る
人
に

　
つ
い
て
は
、
有
効
期
限
が
５
月
30
日

　
と
な
っ
た
納
税
証
明
書
を
新
た
に
渡

　
し
ま
す
の
で
、
市
税
務
課
・
各
支
所
・

　
出
張
所
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。 

　
コ
ン
バ
イ
ン
や
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
で

乗
用
装
置
の
あ
る
農
耕
作
業
用
自
動
車

は
、
道
路
を
走
行
す
る
し
な
い
に
か
か

わ
ら
ず
、
小
型
特
殊
自
動
車
と
し
て
、

軽
自
動
車
税
の
課

税
対
象
と
な
り
ま

す
。
税
額
は
、
年

間
で
１
、
６
０
０

円
で
す
。

　
農
耕
作
業
用
自

動
車
を
取
得
し
た

と
き
は
、
市
税
務

課
、
各
支
所
、
ま

た
は
出
張
所
で
登

録
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
届
け
出
に
必
要
な
も
の

 

・
印
鑑

 

・
販
売
証
明
書
な
ど
の
車
名
、
車
体
番

　
号
が
分
か
る
も
の

■
問
い
合
わ
せ
先
　

　
市
税
務
課
　

　
　
０
８
６
９
―

２
２
―

１
１
１
４

小型特殊自動車（農耕用）の定義

大きさ

速度

総排気量

制限なし

時速35km未満

制限なし
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クリスマス会で日ごろの練習の成果を発表する園児たち

瀬
戸
内
市
青
少
年
健
全
育
成
推
進

大
会
を
開
催
し
ま
す

地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育
て
よ
う

新
入
学
す
る
学
校
の
指
定
に
つ
い
て

居
住
地
に
よ
っ
て
学
区
を
指
定

　
市
で
は
、
瀬
戸
内
市
の
未
来
を
担
う

青
少
年
の
健
や
か
な
成
長
を
目
的
と
し

て
、
瀬
戸
内
市
青
少
年
健
全
育
成
推
進

大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
テ
ー
マ
は
、
「
地
域
の
子
ど
も
は
地

域
で
育
て
よ
う
」。
保
護
者
、
地
域
住

民
、
青
少
年
育
成
関
係
者
、
教
育
関
係

者
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
、
青
少
年
の

健
全
育
成
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。
多
く
の
人
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　
第
１
部
で
は
、
市
内
の
小
・
中
学
生

と
そ
の
保
護
者
（
園
児
保
護
者
を
含
む
）

を
対
象
に
募
集
し
た
「
明
る
い
家
庭
づ

く
り
」
作
文
の
表
彰
式
・
発
表
会
を
行

い
ま
す
。

　
こ
の
作
文
は
、
家
族
の
役
割
や
家
庭

の
あ
り
方
な
ど
、
共
感
に
満
ち
た
「
明

る
い
家
庭
づ
く
り
」
「
地
域
と
か
か
わ

る
家
庭
づ
く
り
」
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し

て
募
集
し
た
も
の
で
、
本
年
度
は
市
内

か
ら
１
、
６
１
８
点
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
中
か
ら
優
秀
作
品
と
し
て

選
ば
れ
た
作
文
の
表
彰
式
、
発
表
会
を

行
い
ま
す
。

　
第
２
部
で
は
、
宇
宙
航
空
研
究
開
発

機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
広
報
担
当
の
阪
本

成
一
さ
ん
（
写
真
）
を
招
き
、
講
演
会

を
行
い
ま
す
。

　
現
在
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
顔
と
し
て
全
国

各
地
を
飛
び
回
っ
て
い
る
阪
本
さ
ん
。

「
科
学
を
も
っ
と
身
近
な
も
の
に
し
、

科
学
的
に
も
の
を
考
え
る
習
慣
を
」

と
考
え
、
宇
宙
科
学
研
究
に
か
か
わ
る

普
及
・
教
育
・
渉
外
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
私
た
ち
の
知
ら
な
い
宇
宙
や
地
球
の

こ
と
を
話
し
て
も
ら
い
ま
す
。

▽
日
時
　
２
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
〜
４
時

※
受
け
付
け
は
、
午
後
零
時
30
分
〜

▽
場
所
　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
内
容

・
第
１
部

　
「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
作
文
表
彰

　
式
・
発
表
会

・
第
２
部
　

　
講
演
会
　
「
宇
宙
（
そ
と
）
に
で
て

　
　
　
　
　
は
じ
め
て
わ
か
る
地
球

　
　
　
　
　
（
う
ち
）
」

　
講
師
　
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構

　
　
　
　
宇
宙
科
学
研
究
本
部

　
　
　
　
対
外
協
力
室
　
阪
本
成
一
教
授

▽
参
加
費
　
無
料

▽
参
加
対
象
　
市
民
一
般

※
特
に
子
育
て
に
携
わ
る
人
の
参
加
を

　
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
先
着
３
０
０
人
に
は
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
特

　
製
の
ピ
ン
バ
ッ
ジ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

　
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
社
会
教
育
課
　

　
　
０
８
６
９
―

３
４
―

５
６
０
１

　
遺
児
激
励
金
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由

で
保
護
者
を
亡
く
し
た
遺
児
の
健
全
な

育
成
と
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
支
給
す
る
も
の
で
す
。

　
対
象
と
な
る
遺
児
の
保
護
者
ま
た
は

遺
児
を
実
際
に
監
護
す
る
人
は
、
市
子

育
て
支
援
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
者
　

　
保
護
者
と
死
別
し
て
お
り
、
市
内
に

住
所
を
有
す
る
義
務
教
育
修
了
前
の
児

童▽
内
容
お
よ
び
支
給
額
（
す
べ
て
１
人

　
当
た
り
）

・
保
護
者
死
亡
見
舞
金
　小
・
中
学
校
在

　
学
中
に
遺
児
に
な
っ
た
と
き
３
万
円

・
入
学
激
励
金
　
遺
児
が
小
・
中
学
校

　
へ
入
学
し
た
と
き
３
万
円

・
卒
業
激
励
金
　
遺
児
が
中
学
校
を
卒

　
業
す
る
と
き
３
万
円

・
交
通
遺
児
激
励
金
　
交
通
遺
児
が
小
・

　
中
学
校
に
入
学
・
進
級
す
る
と
き

　
１
万
円

■
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　
市
子
育
て
支
援
課

　
　
０
８
６
９
―

２
６
―

５
９
４
７

　
本
市
で
は
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中

学
校
へ
の
就
学
に
つ
い
て
、
居
住
地
に

よ
る
学
区
の
指
定
が
あ
り
ま
す
。
来
年

度
に
新
入
学
す
る
お
子
さ
ん
の
学
区
は

左
表
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
特
別
な
事
情
で
指
定
さ
れ
た

学
校
へ
の
通
学
が
困
難
な
場
合
は
、
他

の
学
校
へ
の
就
学
が
認
め
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
市
教
育
委
員
会
総

務
学
務
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
総
務
学
務
課

　
　
０
８
６
９
―

３
４
―

３
９
６
８

　
あ
い
あ
い
保
育
園
（
牛
窓
町
鹿

忍
）
は
、「
約
束
守
ろ
う
！
」「
仲

良
く
し
よ
う
！
」「
あ
い
さ
つ
し

よ
う
！
」
を
教
育
目
標
に
、
家
庭

的
な
雰
囲
気
の
中
で
子
ど
も
一

人
一
人
の
個
性
を
伸
ば
し
て
い

く
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
い
あ
い
カ
ー
ニ
バ
ル
で
は
、

園
児
が
出
し
物
を
発
表
し
た
り
、

地
域
の
人
が
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
を

披
露
し
た
り
、
ま
た
牛
鬼
祭
り
で

は
、
牛
鬼
の
お
面
を
付
け
て
踊
り
に

参
加
し
た
り
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事

を
行
う
中
で
、
地
域
・
保
護
者
と
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　
「
お
母
さ
ん
の
代
わ
り
に
な
り
、

家
庭
と
同
じ
よ
う
な
環
境
の
中
で
、

一
人
一
人
の
良
い
と
こ
ろ
を
認
め
て

あ
げ
た
い
」
と
田
渕
雅
子
園
長
。
地

域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
「
ゆ
め
ク
ラ

ブ
」
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か

に
育
っ
て
い
け
る
よ
う
充
実
し
た
子

育
て
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

遺
児
激
励
金
制
度
の

お
知
ら
せ

このコーナーでは、瀬戸内市子育
て支援ネットワークを構成する関
係機関・団体・組織などを紹介
します。同ネットワークは、すべて
の子どもたちの人権を守り、安心
して子どもを生み育てられる地域
づくりを目指します。

みんなが子育ての一員です
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で

あ
い
あ
い
保
育
園

居住地別就学指定学校

学校・幼稚園名

中学校 小学校

牛窓東

牛窓西

牛窓北

牛窓東

牛窓西

牛窓北

牛窓
牛窓 牛窓

鹿忍、千手鹿忍
長浜 長浜

尾張、豊安、
山田庄、山手

宗三、福中、福元、
豆田、百田

大窪、豊原、
東谷

下山田、上山田、
本庄

上笠加、北池、
下笠加、箕輪

大富、北島、
福山、向山

飯井、西須恵、
東須恵

磯上、牛文、
土師、福里

長船、服部、
福岡、八日市

庄田、尻海

福谷、虫明

邑久

福田

豊原

本庄

笠加

邑久邑久

邑久

今城

玉津

裳掛（休園中）

美和

国府

行幸

今城

玉津

裳掛

美和

国府長船

行幸 行幸

国府

美和

裳掛

玉津

今城

幼稚園
地区名 居住地

ジ

ャ

ク

サ
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　市農業委員会では、農地を貸借するときの目安

として瀬戸内市標準小作料を定めていましたが、

平成 21年 12 月 15 日の農地法改正で制度が廃止

されたため、その代わりとして、実勢の賃借料情

報を公表することとなりました。

　本市における平成21年１月から12月までの１

年間に締結された田畑の貸借（利用権設定）の実

勢賃借料は、下表のとおりです。

　なお、実際の金額については、広さや水利条件

などの生産性や耕作条件を考慮し、貸人と借人と

で話し合って決めてください。

■問い合わせ先

　市農業委員会　　０８６９－２２－００４８

農地の実勢賃借料情報を公表農地の実勢賃借料情報を公表農地の実勢賃借料情報を公表

　厚生労働省が定める一定の基準に該当する

場合、平成 22年 4月 1日から新たに肝臓機能障

害にも身体障害者手帳が交付されます。身体障害

者手帳は、自立支援医療などのサービスや税の減

免を受けるために必要なものです。対象となる人

は、下記により申請してください。

　対象者

　厚生労働省が定める認定基準、認定要領に該当

する肝臓機能障害のある人

　受付開始日　２月１日

　申請手続きに必要なもの

 ・身体障害者手帳交付申請書

・身体障害者福祉法第 15 条により指定を受けた

　医師の「診断書・意見書」

・写真（３cm×４cmで、顔がはっきり分かるもの）

・印鑑

※申請書、診断書・意見書の様式は、市福祉課、

　保健福祉部邑久分室、牛窓支所、裳掛出張所に

　備え付けています。

■問い合わせ・申請先

　市福祉課　　　　　　０８６９ー２６ー５９４３

　市保健福祉部邑久分室　　０８６９ー２２ー１８１０

　市牛窓支所　　　　　０８６９ー３４ー３４３１

　市裳掛出張所　　　　０８６９ー２５ー０００４

肝臓機能障害にも身体障害認定肝臓機能障害にも身体障害認定肝臓機能障害にも身体障害認定

　法務大臣から委嘱を受け、人権擁護委員の四十

塚和晃さんが１月１日付けで再任されました。

　また、同じく１月１日付けで北谷優恵さんが委

嘱されました。いずれも任期は３年間です。

　なお、退任された岡健二さんには厚くお礼申し

上げます。

■問い合わせ先

　市市民課　　０８６９ー２２ー３９２２

人権擁護委員の再任・交代人権擁護委員の再任・交代人権擁護委員の再任・交代

　老齢（退職）を支給事由とする公的年金は、税

法上「雑所得」として所得税の課税対象になりま

す。このうち、「老齢年金」の額が１０８万円以

上の人（65歳以上の人は１５８万円以上）は、所

得税を源泉徴収することになっています。

　日本年金機構では、平成21年 1 月～ 12月中に

「老齢年金」を受給した皆さん全員に平成22年１

月末までに源泉徴収票を送付しています。源泉徴

収票は、年金以外に給与収入があり確定申告をす

るときや、源泉徴収の還付を受けるときに添付す

る必要があります。もし、源泉徴収票を紛失した

場合は再交付ができますので、下記まで申し出て

ください。なお、「障害年金」や「遺族年金」は

非課税ですので、源泉徴収票の送付はありません。

■問い合わせ先

　ねんきんダイヤル　　０５７０ー０５ー１１６５

　岡山東年金事務所　　０８６ー２７０ー７９２９

　市市民課　　０８６９ー２２ー１７９０

「老齢年金」受給者の皆さんへ源泉徴収票を送付「老齢年金」受給者の皆さんへ源泉徴収票を送付「老齢年金」受給者の皆さんへ源泉徴収票を送付

　厚生労働省では、医師と薬剤師の二重チェック

によって医薬品の効きめや安全性を高めることを

目的として「医薬分業」を進めています。

　瀬戸内市民病院でも、平成22年４月１日から

院外処方に変更になります。院外処方では、病院

内の薬局窓口で薬の代わりに症状に合った薬の種

類や使い方を医師が書き記した処方せんを渡しま

す。これを病院外の調剤薬局に持って行けば、薬

剤師が調剤して薬を渡すことになります。より良

い医療を提供するためにご理解をお願いします。

■問い合わせ先

　瀬戸内市民病院　　０８６９ー２２ー１２３４

瀬戸内市民病院が院外処方に瀬戸内市民病院が院外処方に瀬戸内市民病院が院外処方に

花
粉
症
に
つ
い
て

蓮
尾
麻
里 

医
師
（
耳
鼻
咽
喉
科
専
門
）　

瀬戸内市民病院コラム

市民に信頼される病院を目指して

　
花
粉
症
は
、
植
物
の
花

粉
が
鼻
の
粘
膜
に
接
触
す

る
た
め
に
起
こ
る
鼻
の
ア

レ
ル
ギ
ー
で
、
く
し
ゃ
み
・

鼻
水
・
鼻
詰
ま
り
な
ど
が

起
こ
り
ま
す
。
花
粉
の
飛

散
期
に
発
症
し
、
そ
の
原

因
花
粉
に
は
春
の
ス
ギ
・

ヒ
ノ
キ
、
春
か
ら
秋
に
か
け
て
カ
モ
ガ
ヤ
・
オ
オ

ア
ワ
ガ
エ
リ
、
秋
の
ブ
タ
ク
サ
・
ヨ
モ
ギ
が
あ
り

ま
す
。
特
に
ス
ギ
の
花
粉
は
２
月
上
旬
か
ら
飛
散

し
て
、
３
月
上
旬
に
ピ
ー
ク
を
形
成
し
ま
す
。

　
原
因
（
ア
レ
ル
ゲ
ン
）
の
特
定
に
は
、
血
液
検

査
を
行
い
ま
す
。
症
状
を
抑
え
る
に
は
内
服
薬
・

点
鼻
薬
の
ほ
か
、
１
〜
２
カ
月
前
に
予
防
的
に
行

う
鼻
腔
レ
ー
ザ
ー
治
療
が
あ
り
ま
す
。
根
本
的
治

療
と
し
て
有
効
な
減
感
作
療
法
は
、
皮
下
注
射
を

２
〜
３
年
継
続
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は

自
分
の
ア
レ
ル
ゲ
ン
を
調
べ
、
そ
の
花
粉
を
避
け

る
よ
う
に
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
内
服
薬
・
点
鼻
薬

に
よ
る
治
療
が
一
般
的
で
す
。
花
粉
症
と
思
っ
た

ら
、
耳
鼻
咽
喉
科
で
の
検
査
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
瀬
戸
内
市
民
病
院

　
　
０
８
６
９
―

２
２
―

１
２
３
４

知っ得 情 報

スギの雄花と花粉（左上）

瀬戸内市実勢賃借料情報（年間10a当たり）

①処方せんを病院で
　受け取る

②処方せんを調剤薬局に
　持って行き、薬の受け取
　りと会計を済ませる

区分

田

畑

地域名

牛窓町

邑久町

長船町

牛窓町

邑久町

長船町

平均額（円） 最高額（円） 最低額（円） データ数（筆）

－

7,000

6,200

8,700

－

－

－

11,400

11,100

12,000

－

－

　－

2,100

2,600

4,700

－

－

　　2

652

120

32

0

1

※１　使用貸借権の設定および著しく高いまたは低い価格の設定は集計対象から除く。
※２　集計対象となるデータ数が少ない場合は、公表しない。

▽
▽

▽

は
す 

お
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　11月 24日、ＮＰＯ法人日本レスキュー協会（兵

庫県伊丹市）との災害時協定が市本庁舎で締結され

ました。同法人は、兵庫県佐用町の水害、インドネ

シア・スマトラ島沖地震など国内外に災害救助犬を

派遣し、人命救助などで多くの実績があります。

　締結式には、同法人の伊藤裕成理事長、岡武トレ

ーナーが出席。伊藤理事長と武久顕也市長が協定書

に調印しました。この協定により、大規模な災害が

発生した場合に、家屋倒壊による生き埋め者の救助

などを迅速に行うことができるようになります。協定書に調印する伊藤理事長（左から２人目）と武久市長（同３人目）

災害への備えを万全に
ＮＰＯ法人日本レスキュー協会と災害救助協定を締結

　12月 1日、公共下水道邑久処理区の邑久浄化セ

ンター（邑久町豊原）の竣工記念式典が行われまし

た。式典には、関係者の皆さん約 60人が出席。テ

ープカットの後、記念植樹が行われました。

　同センターの処理区域は、邑久町西部の４３７ヘ

クタールが対象となっており、平成 22年度までに

99ヘクタールを整備する予定となっています。 

　下水道は、文化のバロメーターともいわれ、生活

と環境を守るための重要な施設。今後も整備に当た

って市民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。テープカットで竣工を祝う関係者の皆さん

豊かな環境づくりのために
邑久浄化センターが竣工

　市青年団が主催するクリスマス会「サンタdeフ

ェスタ」が12月 13日に、市中央公民館で開催され、

たくさんの家族連れでにぎわいました。

　会場には、クリスマスにちなんださまざまなコー

ナーが用意され、子どもたちは、雪だるまの形をし

たケーキ作りに挑戦したり、帽子を飾り付けたりし

ました。また、この日のために練習を重ねてきた市

青年団によるコンサートも行われ、人気アニメのテ

ーマ曲やクリスマスソングを披露。大人も子どもも

一緒になって楽しい時間を過ごしていました。これをここに飾って･･･帽子を作るのってムズカシイ！

サンタさん、来たかな？
瀬戸内市青年団がサンタdeフェスタを開催

成人としての自覚を新たに
市成人式を開催

　１月２日に根岸喜美子さん（邑久町山田庄）が満

１００歳を迎えました。１月７日、岡　文明市保健

福祉部長や高畑靖明備前県民局健康福祉課長らが

お祝いに入所している邑久ナーシングホームを訪問。

　職員や入所者の皆さんに見守られながら、お祝い

状などを手渡されると、根岸さんは、「ありがとう、

ありがとう」と何度も感謝の言葉を述べていました。

　長生きの秘訣は、物事を悲観的に考えないこと。

また、好き嫌いなく何でも食べることだそうです。

根岸さん、これからも元気でお過ごしください。息子の保さんと仲良く記念写真

いつまでもお元気で
根岸喜美子さんが満100歳に

まちの話題 まちの話題

１ 力強く誓いの言葉を述べる実行委員会委員長の建部さん
／２ 地域別の記念行事では旧交を温めました／３ ビデオ
レターに映る恩師や友人からの姿に歓声！

　１月１０日、市成人式がゆめトピア長船で開催さ

れ、新成人４１６人のうち、３２６人が出席しました。

 式典では、新成人を代表して建部祐希さん（長船

町服部）が「自分を正しい道に導いてもらった親に

心から感謝しています。多くの人の支えで今の自分

があります。日ごろから人への感謝の気持ちを忘れ

ずに生きていきます」と誓いの言葉を述べました。

　この式典は、新成人の代表13人で構成された成

人式実行委員会が企画、運営。委員の皆さんは、仕

事や学業で忙しい中、活動を続けてきました。同委

員会副委員長２人の「二十歳の抱負」を紹介します。

出射まどかさん（牛窓町長浜）　

　　　　　　　　支えてくれている周りの人への

感謝の気持ちを忘れず、一日一日

を大切に過ごしていきます。そして、

たくさんの経験や出会いを通して、

日々成長し続けたいです。

伊東弘樹さん（邑久町山田庄）

　今まで多くの人に育てられ、教え

られてきました。これからは、一人

の大人として責任ある行動をとり、

また生涯勉学に励んで、多くの人を

支えられるよう努力したいです。

2

1

3

たもつ
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配備された高規格救急車

最新の救急資器材が設置された救急車内部

　
岡
山
県
警
察
で
は
、
運
転
免

許
証
を
自
主
返
納
し
た
高
齢
者

の
皆
さ
ん
の
申
請
に
よ
り
、
協

賛
店
で
の
商
品
割
引
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
「
お

か
や
ま
愛
カ
ー
ド
」
を
平
成
21

年
11
月
25
日
か
ら
発
行
し
て
い

ま
す
。

　
申
請
手
続
き
は
次
の
と
お
り

で
す
。

▽
申
請
で
き
る
人

　
県
内
に
居
住
す
る
65
歳
以
上

で
運
転
免
許
証
を
返
納
し
た
人

※
返
納
し
て
５
年
以
内
の
人
、

　
ま
た
は
失
効
し
て
３
年
以
内

　
で
確
認
が
取
れ
た
人

※
交
通
違
反
や
交
通
事
故
に
よ

　
り
、
免
許
証
が
取
り
消
さ
れ

　
た
人
、
運
転
免
許
証
取
得
事

　
実
が
確
認
で
き
な
い
人
は
、

　
申
請
を
受
け
付
け
る
こ
と
が

　
で
き
ま
せ
ん
。

▽
申
請
受
付
場
所

　
各
警
察
署
交
通
課
（
矢
掛
幹

部
派
出
所
を
含
む
）
、
運
転
免

許
セ
ン
タ
ー

▽
必
要
書
類
　
運
転
免
許
証

※
既
に
自
主
返
納
、
失
効
し
て

　
い
る
人
は
、
身
分
を
証
明
す

　
る
も
の
（
運
転
経
歴
証
明
書
、

　
健
康
保
険
証
、
公
共
料
金
支

　
払
い
請
求
書
、
本
人
あ
て
の

　
手
紙
・
は
が
き
な
ど
）

※
愛
カ
ー
ド
に
印
刷
す
る
申
請

　
者
の
写
真
は
不
要
で
す
。

▽
手
数
料
　
無
料

▽
交
付
方
法
　

　
後
日
、
申
請
者
の
居
住
地
を

管
轄
す
る
警
察
署
か
ら
直
接
手

渡
し
で
交
付
し
ま
す
。
　

▽
利
用
上
の
注
意

・
愛
カ
ー
ド
は
、
公
共
機
関
、

　
銀
行
な
ど
で
の
本
人
確
認
書 
 
  

　
類
と
し
て
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

・
愛
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
場
合

　
は
、
あ
ら
か
じ
め
愛
カ
ー
ド

　
を
協
賛
店
に
提
示
し
て
く
だ

　
さ
い
。

・
割
引
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
受 

 

　
け
ら
れ
る
の
は
、
原
則
と
し

　
て
愛
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
人

　
の
み
で
す
。

・
愛
カ
ー
ド
を
他
人
に
貸
し
た

　
り
、
譲
り
渡
し
た
り
す
る
こ

　
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
　

■
問
い
合
わ
せ
先

　
瀬
戸
内
警
察
署

　
　
０
８
６
９
―
３
４
―
６
１
１
０

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
と
は
、

消
費
者
が
一
定
期
間
、
無
条
件

で
申
し
込
み
の
撤
回
ま
た
は
契

約
の
解
除
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
る

取
引
は
、
訪
問
販
売
・
電
話
勧

誘
販
売
・
連
鎖
販
売
取
引
（
マ

ル
チ
商
法
）
な
ど
法
律
や
約
款

に
定
め
が
あ
る
場
合
に
限
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
事
業
者
か
ら
「
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
な
い
」
と

嘘
を
つ
か
れ
て
い
た
場
合
や
受

け
取
っ
た
契
約
書
な
ど
に
法
律

上
の
不
備
が
あ
っ
た
場
合
を
除

き
、
決
め
ら
れ
た
期
間
を
過
ぎ

る
と
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
で

き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
迷
っ
て

い
る
間
に
期
間
を
過
ぎ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
る
た
め
、
迷
っ
た

ら
と
り
あ
え
ず
ハ
ガ
キ
を
出
し

て
お
く
の
も
有
効
で
す
。

①
口
頭
で
は
な
く
、
必
ず
書
面

　
で
通
知
す
る
。

②
ハ
ガ
キ
の
両
面
コ
ピ
ー
を
取 

　
っ
て
、「
特
定
記
録
郵
便
」
ま

　
た
は
「
簡
易
書
留
」
で
送
る
。

③
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
支
払
っ
た
場

　
合
に
は
信
販
会
社
に
も
通
知

　
す
る
。

※
既
払
金
が
あ
る
と
き
は
そ
の

　
旨
を
書
き
足
し
、
返
還
請
求

　
の
文
章
も
付
け
加
え
ま
す
。 

※
商
品
受
領
済
で
あ
れ
ば
、
直

　
ち
に
取
り
に
来
る
よ
う
に
、

　
ま
た
は
着
払
い
で
送
る
な
ど

　
の
文
章
を
付
け
加
え
ま
す
。 

　
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
ハ
ガ

キ
を
出
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、

必
ず
契
約
を
解
除
で
き
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
慎
重
に
判

断
し
て
契
約
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
生
活
環
境
課

　
　
０
８
６
９
―
２
２
―
１
８
９
９

▽
▽

▽
▽

瀬戸内市消費生活問題研究協議会からのおしらせ

警
察
安
全
情
報

「
お
か
や
ま
愛
カ
ー
ド
」で
安
全
と
便
利
を

　
昨
年
11
月
に
消
防

署
の
救
急
車
を
最
新

の
救
急
資
器
材
を
装

備
し
た
車
両
に
更
新

整
備
し
ま
し
た
。

　
こ
の
救
急
車
は
、

高
規
格
救
急
車
と
い

い
、
救
急
救
命
士
に

よ
る
高
度
な
救
命
処

置
に
対
応
す
る
よ

う
、
器
具
に
よ
る
気

道
確
保
セ
ッ
ト
、
除

細
動
器
、
輸
液
ポ
ン

プ
装
置
な
ど
を
積

載
。
ま
た
、
天
井
を
高
く
し
、

立
っ
た
ま
ま
の
活
動
を
可
能
に

し
た
り
、
救
急
患
者
へ
の
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
走
行
時
の

振
動
を
抑
え
る
緩
衝
装
置
の
付

い
た
防
振
架
台
を
装
備
し
た
り

す
る
な
ど
、
現
場
で
の
応
急
処

置
体
制
の
充
実
と
と
も
に
、
医

療
機
関
と
の
連
携
強
化
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　
市
消
防
本
部
で
は
、
今
後
も

救
命
講
習
を
実
施
す
る
な
ど
さ

ら
な
る
救
命
率
の
向
上
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
本
市
の
救
急
件
数
は

平
成
19
年
か
ら
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、
軽
微
な
事
案
で
の

救
急
車
の
利
用
が
ま
だ
多
く
見

ら
れ
ま
す
。
適
正
利
用
に
対
す

る
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
消
防
本
部
警
防
課

　
　
０
８
６
９
―
２
２
―
１
３
３
３

高規格救急車を更新配備

独
り
で
悩
ま
な
い
で

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の

注
意
点

ハガキ書式例（左／販売会社あて　右／信販会社あて）

さまざまなサービスを受けられます

このマークのあるお店を目印に

来るくるバザールを開催

　ごみ減量化の一環として、子ど

も服のリユースマーケット「来る

くるバザール」を開催します。子

ども服を無料で渡します。また、

着られなくなった子ども服（きれ

いなもの）がある人は、持ってき

てください。「捨てる人あれば、

拾う人あり」。みんなでクルクル

して、資源を有効に使いましょう。

　日時　２月15日（月）午前10時～午後３時

　場所　リサイクルプラザ・おく

※第２回は３月15日（月）に開催する予定です。

消費者学習会を開催

　消費者学習会に参加して、悪質商法を未然に

防ぐために気を付けておくことや、だまされてし

まった場合の対応などを一緒に学んでみませんか。

興味のある人は下記までお申し込みください。

　日時　２月25日（木）午後１～３時

　場所　ゆめトピア長船

　内容　だまされやすい悪質商法の手口

　講師　金融広報アドバイザー　杉睦子さん

■問い合わせ・申込先

　リサイクルプラザ・おく　　０８６９－２２－３７０７

　開館日　月・水・金・土

　開館時間　午前９時～午後４時

▽
▽
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皆
さ
ん
は
朝
ご
は
ん
を
毎
日

食
べ
て
い
ま
す
か
？
　

　
最
近
で
は
、「
時
間
が
な
い
」

「
寝
て
い
た
い
」「
食
欲
が
な
い
」

な
ど
の
理
由
で
朝
食
を
取
ら
な

い
人
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
調
査
で
も
、
毎
日
朝

食
を
取
っ
て
い
る
人
の
割
合

は
、
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て

減
少
し
て
お
り
、
小
学
生
で

96
・
１
％
、
中
学
生
で
86
・
７
％
、

高
校
生
で
76
・
６
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
朝
食
を
抜
く
と
、
体

が
だ
る
か
っ
た
り
、
や
る
気
や

集
中
力
が
出
な
く
な
り
が
ち
。

　
１
日
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
朝

食
は
、
わ
た
し
た
ち
人
間
の
体

に
と
て
も
大
切
な
働
き
を
も
た

ら
し
て
く
れ
ま
す
。

　
毎
日
、
朝
食
を
取
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
次
の
よ
う
な
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。

①
体
温
上
昇
・
脳
の
活
性
化

　
朝
食
に
は
、
寝
て
い
る
間
に

低
下
し
て
い
る
体
温
を
上
げ
る

働
き
や
、
寝
て
い
る
間
も
活
動

し
て
い
る
脳
に
不
足
し
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
供
給
す
る
役
割
が
あ

り
ま
す
。
体
温
上
昇
と
脳
へ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
チ
ャ
ー
ジ
に
よ

り
、
集
中
力
が
上
昇
し
て
仕
事

や
勉
強
の
能
率
が
良
く
な
り
、

精
神
面
で
は
イ
ラ
イ
ラ
な
ど
を

抑
え
ら
れ
ま
す
。

②
便
秘
解
消

　
寝
て
い
る
間
は
、
胃
や
腸
の

機
能
も
休
ん
で
い
ま
す
。

　
朝
食
を
取
る
こ
と
で
、
胃
や

腸
が
刺
激
さ
れ
、
腸
の
ぜ
ん
動

運
動
が
促
さ
れ
て
便
が
出
や
す

く
な
り
ま
す
。

③
肥
満
・
メ
タ
ボ
の
予
防

　
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
た
め
の
朝
食

抜
き
は
、
か
え
っ
て
逆
効
果
で

す
。
夕
食
か
ら
次
の
食
事
ま
で

の
間
隔
が
長
く
な
り
、
体
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
不
足
を
補
う
た
め

に
、
１
回
の
食
事
か
ら
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
過
剰
に
吸
収
・
蓄
積
す

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
結

果
、
太
り
や
す
い
体
質
へ
と
変

わ
っ
て
い
き
ま
す
。

　
毎
日
の
朝
食
に
は
、
で
き
る

だ
け
主
食
・
主
菜
・
副
菜
を
そ

ろ
え
ま
し
ょ
う
。

　
主
食
に
は
、
お
コ
メ
が
お
薦

め
で
す
。
お
コ
メ
の
で
ん
ぷ
ん

は
、
ゆ
っ
く
り
と
消
化
さ
れ
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
ブ
ド
ウ

糖
を
、
長
く
脳
に
供
給
し
て
く

れ
ま
す
。

　
主
菜
と
な
る
肉
や
魚
な
ど
の

タ
ン
パ
ク
質
源
は
、
体
温
上
昇

を
助
け
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
の
食
品
に
含
ま
れ
て
い

る
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
は
、
ブ
ド
ウ

糖
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
る
の

に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
副
菜
に
は
、
緑
黄
色
野
菜
を

し
っ
か
り
取
り
入
れ
、
野
菜
が

食
べ
に
く
い
場
合
は
果
物
を
利

用
し
ま
す
。
野
菜
や
果
物
は
食

物
繊
維
が
多
く
、
便
秘
予
防
に

効
果
が
あ
り
、
病
気
予
防
や
美

容
に
大
切
な
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の
供

給
源
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

ミ
ネ
ラ
ル
や
そ
の
他
の
ビ
タ
ミ

ン
類
も
豊
富
に
含
ん
で
い
る
こ

と
か
ら
、
生
活
習
慣
病
予
防
に

も
な
り
ま
す
。

　
洋
食
だ
と
ど
う
し
て
も
油
脂

類
が
多
く
な
り
、
カ
ロ
リ
ー
が

高
く
な
り
が
ち
で
す
。
お
コ
メ

を
中
心
と
し
た
和
食
メ
ニ
ュ
ー

こ
そ
、
カ
ロ
リ
ー
の
取
り
過
ぎ

防
止
に
効
果
的
と
い
え
ま
す
。

　
慌
た
だ
し
い
朝
、
食
べ
る
時

間
も
惜
し
ま
れ
る
あ
な
た
に
は
、

果
物
や
お
に
ぎ
り
、
牛
乳
だ
け

で
も
良
い
の
で
、
手
軽
に
口
に

入
る
物
を
少
し
で
も
い
い
か
ら
、

毎
日
食
べ
る
よ
う
に
習
慣
付
け

ま
し
ょ
う
。
食
べ
る
習
慣
が
付

い
た
ら
品
数
を
増
や
し
て
、
主

食
・
主
菜
・
副
菜
が
そ
ろ
っ
た

朝
食
メ
ニ
ュ
ー
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
ま
し
ょ
う
。

　
妊
娠
中
は
自
己
免
疫
が
低
下

す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
歯
茎

が
炎
症
を
起
こ
し
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　
大
変
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

い
ろ
い
ろ
な
工
夫
を
し
て
お
口

を
清
潔
に
保
つ
こ
と
が
大
切
で

す
。
ま
た
、
妊
娠
中
は
匂
い
や

味
覚
に
過
敏
に
な
り
、
体
も
だ

る
く
何
事
も
お
っ
く
う
に
な
り

が
ち
で
す
。
で
も
、
歯
と
お
口

の
健
康
維
持
の
た
め
に
も
歯
磨

き
は
、
負
担
の
少
な
い
や
り
方

で
続
け
ま
し
ょ
う
。

　
最
近
の
研
究
で
は
、
歯
周
病

菌
の
出
す
毒
素
に
よ
っ
て
早
産

や
低
体
重
児
出
産
な
ど
の
妊
娠

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
る
場
合
が
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
万
一

妊
娠
中
に
歯
科
治
療
が
必
要
な

時
は
、
妊
娠
中
期
（
５
〜
８
カ

月
）
な
ら
ば
比
較
的
安
全
と
い

え
ま
す
が
、
で
き
れ
ば
治
療
で

受
け
る
強
い
刺
激
は
避
け
た
ほ

う
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
か
か
り

つ
け
の
歯
科
の
先
生
と
よ
く
相

談
を
し
て
、
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん

が
生
ま
れ
る
よ
う
に
生
活
す
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
最
近
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
目
的
の

処
方
薬
と
し
て
、
個
人
輸
入
し

て
使
用
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て

い
る
「
ホ
ス
ピ
タ
ル
ダ
イ
エ
ッ

ト
」
な
ど
と
称
さ
れ
る
タ
イ
製

の
製
品
に
、
複
数
の
自
治
体
か

ら
、
健
康
被
害
の
事
例
が
公
表

さ
れ
て
お
り
、
死
亡
事
例
も
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
国
内
で
承
認
を
受
け
て
い
な

い
こ
の
よ
う
な
製
品
は
、
偽
造

製
品
で
あ
っ
た
り
、
向
精
神
薬

や
有
害
な
物
質
が
含
ま
れ
て
い

　る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
こ
の
よ

う
な
製
品
を
使
用
し
な
い
よ
う

注
意
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
服
用
し
た
こ
と
に
よ

り
、
体
調
異
常
が
現
れ
た
場
合

に
は
、
直
ち
に
服
用
を
中
止
し

て
、
医
療
機
関
を
受
診
す
る
と

と
も
に
、
最
寄
り
の
保
健
所
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
健
康
づ
く
り
推
進
課

　
　
０
８
６
９
―
２
６
―
５
９
６
２

朝
ご
は
ん
で
元
気
を
チ
ャ
ー
ジ
！

瀬戸内市の瀬戸内市の味味味

【かたくちいわしの南蛮漬けサラダ】

◆材料（４人分）
●カタクチイワシ…16尾
●ダイコン…40ｇ　●ニンジン…20ｇ  
●ハクサイ…５枚　●ミョウガ…２個
●サラダ水菜…ハクサイの重量の半分
●小麦粉…適宜　　●塩…適宜
●こしょう…少々　●揚げ油…適宜
【合わせ酢の材料】
●酢…大さじ６　　●砂糖…大さじ１と1/3
●だし汁（または水）…大さじ３
●しょうゆ…大さじ１　●塩…小さじ1/2
●ショウガの絞り汁…小さじ２
●赤唐辛子…１～２本

◆作り方
カタクチイワシは、頭と内臓を取って流水でよ
く洗い、しっかり水分を拭き取る。
ボールに合わせ酢の材料を入れて、よく混ぜ合
わせる。あらかじめ、赤唐辛子は水で戻してへ
たと種を取っておく。
カタクチイワシの両面に塩、こしょうをふり、
小麦粉を薄くまぶして、中温で熱した揚げ油で
４～５尾ずつ揚げる。
途中で上下を返し、表面に薄く揚げ色が付きカ
リッとしたら、油をきってすぐに合わせ酢に漬
けて、そのまま冷ましておく。
ハクサイは、茎を５cmの長さ、繊維に沿っ            
て5mm幅に切り、葉はザク切りにする。ニンジ
ンとダイコンはせん切りにし、サラダ水菜は５
cmに切る。
⑤をボールに入れ、塩少々をふってかるく混ぜ、
しんなりしたら水分を取り、斜め薄切りにした
ミョウガ、汁気をきったカタクチイワシを加え
て混ぜ合わせる。

①

②

③

④

⑤

⑥

　カタクチイワシがない場合で

も、ママカリや小アジで代用す

ることができ、とてもおいしく調

理できます。器に盛り付けをす

れば、ちょっと豪華に見えるの

でパーティなどでも、一品料理

として最適です。若い人にも喜

んでいただけますよ。

田淵晴子さん（市栄養委員邑久支部）

妊
娠
中
の
お
口
の
お
手
入
れ
に
つ
い
て
　
　
瀬
戸
内
市
歯
科
医
師
会

「
ホ
ス
ピ
タ
ル
ダ
イ
エ
ッ
ト
」
に
ご
注
意
を
！

デ
ン
タ
ル
コ
ラ
ム

朝
ご
は
ん
は
脳
へ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
チ
ャ
ー
ジ

朝
ご
は
ん
に
は

和
食
が
イ
チ
バ
ン
！

最
初
は
手
軽
で
確
実
に
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●
学
校
体
育
施
設
の
定
期
利
用

　
学
校
体
育
施
設
を
学
校
教
育

活
動
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
地

域
に
開
放
し
、
よ
り
多
く
の
団

体
が
効
率
よ
く
利
用
で
き
る
よ

う
に
、
平
成
22
年
度
に
市
内
の

小
・
中
学
校
の
体
育
館
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
な
ど
を
、
定
期
的
に
利

用
し
た
い
団
体
を
対
象
に
調
整

会
議
を
開
催
し
ま
す
。

　
施
設
の
利
用
に
制
限
が
あ
る

た
め
、
希
望
す
る
団
体
は
、
事

前
に
邑
久
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
お

問
い
合
わ
せ
の
上
、
そ
れ
ぞ
れ
、

利
用
を
希
望
す
る
学
校
が
あ
る

地
域
の
会
議
に
出
席
し
て
く
だ

さ
い
。

・
牛
窓
地
域

▽
日
時
　
３
月
３
日
（
水
）

　
　
　
　
午
後
７
時
〜

▽
場
所
　
牛
窓
町
公
民
館

・
長
船
地
域

▽
日
時
　
３
月
４
日
（
木
）

　
　
　
　
午
後
７
時
〜

▽
場
所
　
長
船
町
公
民
館

・
邑
久
地
域

▽
日
時
　
３
月
５
日
（
金
）

　
　
　
　
午
後
７
時
〜

▽
場
所
　
中
央
公
民
館

●
社
会
体
育
施
設
の
定
期
・
大
会
利
用

　
市
内
の
社
会
体
育
施
設
の
定

期
利
用
を
希
望
す
る
場
合
は
、

邑
久
ス
ポ
ー
ツ
公
園
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
大
会
な
ど
年
次
的
計

画
と
し
て
、
市
内
の
社
会
体
育

施
設
の
利
用
を
希
望
す
る
団
体

を
対
象
に
日
程
調
整
会
議
を
開

催
し
ま
す
。
希
望
団
体
の
代
表

者
は
、
事
前
に
邑
久
ス
ポ
ー
ツ

公
園
へ
申
し
込
み
の
上
、
会
議

へ
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
２
月
28
日
（
日
）

　
　
　
　
午
後
２
時
〜

▽
場
所
　
中
央
公
民
館
研
修
室

▽
申
込
期
限
　
２
月
14
日（
日
）

▽
対
象
施
設

○
邑
久
ス
ポ
ー
ツ
公
園

○
邑
久
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

○
長
船
ス
ポ
ー
ツ
公
園

○
牛
窓
体
育
館

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
邑
久
ス
ポ
ー
ツ
公
園

　
　
０
８
６
９
―
２
２
―
２
２
１
１

　
世
界
の
ど
こ
の
刀
剣
を
み
て

も
、
日
本
刀
ほ
ど
に
細
や
か
な

鉄
の
構
造
を
持
っ
て
い
る
も
の

は
、
そ
う
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
故
に
、「
日
本
刀
は
折

れ
ず
曲
が
ら
ず
よ
く
斬
れ
美
し

い
も
の
で
あ
る
」
と
う
た
わ
れ

て
き
ま
し
た
。

　
よ
く
斬
れ
る
た
め
の
「
硬
さ
」

と
、
折
れ
ず
曲
が
ら
な
い
た
め

の
「
柔
ら
か
さ
」
は
、
一
見
矛

盾
す
る
よ
う
な
特
性
に
見
え
ま

す
が
、
そ
の
複
雑
な
鍛
錬
の
過

程
で
生
み
出
さ
れ
た
多
重
構
造

の
鋼
に
実
現
す
る
の
で
す
。

　
研
磨
に
よ
っ
て
現
れ
た
刃
文

に
は
、
そ
の
多
重
構
造
が
断
面

と
な
っ
て
現
れ
る
な
ど
、
一
幅

の
水
墨
画
の
よ
う
な
美
し
さ
を

醸
し
出
し
、
見
る
も
の
す
べ
て

の
人
を
、
幽
玄
な
世
界
へ
と
引

き
込
ん
で
い
き
ま
す
。
　

　
現
在
、
全
国
に
は
刀
匠
資
格

を
持
っ
た
人
た
ち
が
３
０
０
人

ほ
ど
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
日
本
刀
が
美
し
い

外
装
に
収
め
ら
れ
る
ま
で
に

は
、
研
師
、
鞘
師
、
白
銀
師
、

塗
師
、
柄
巻
師
、
彫
金
師
な
ど

多
く
の
職
方
の
手
を
経
る
こ
と

と
な
り
、
そ
の
技
の
集
結
で
一

振
り
が
完
成
し
ま
す
。

　
瀬
戸
内
市
内
に
工
房
を
持
つ

職
方
は
、
刀
匠
６
人
を
は
じ
め
、

研
師
、
白
銀
師
、
塗
師
、
刀
身

彫
刻
の
人
た
ち
で
す
。
こ
の
よ

う
に
数
多
く
の
職
方
た
ち
が
活

躍
し
て
い
る
の
は
、
全
国
的
に

み
て
も
特
殊
な
こ
と
で
、
日
本

刀
の
聖
地
・
長
船
な
ら
で
は
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
度
、
備
前
長
船
刀
剣
博

物
館
で
は
、「
日
本
刀
の
匠
た

ち
　
私
の
最
高
傑
作
」
と
題
し

て
、
佐
野
美
術
館
（
静
岡
県
三

島
市
）
と
の
合
同
巡
回
展
を
開

催
い
た
し
ま
す
。
全
国
各
地
の

刀
匠
30
人
、
職
方
（
鞘
師
、
白

銀
師
、
彫
金
師
）
６
人
の
作
品

を
展
覧
し
ま
す
。

　
本
市
か
ら
は
、
青
木
盛
家
刀

匠
と
安
藤
広
康
刀
匠
が
出
品
し

て
い
ま
す
。

　
青
木
刀
匠
は
、
現
在
、
全
日

本
刀
匠
会
中
国
・
四
国
地
方
支

部
（
こ
の
ほ
ど
、
第
68
回
山
陽

新
聞
賞
の
文
化
部
門
で
奨
励
賞

を
受
賞
）
の
支
部
長
を
務
め
、

後
進
の
指
導
と
、
刀
剣
文
化
の

紹
介
に
、
陰
に
日
な
た
に
な
っ

て
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
昨
秋
開
催
し
た
「
お
守
り
刀

展
覧
会
」
で
も
多
大
な
尽
力
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
作
品
は

本
展
一
番
の
長
寸
の
大
太
刀
で
、

図
録
の
見
ど
こ
ろ
欄
に
は
「
地

文
の
柾
目
は
あ
た
か
も
雲
海
の

ご
と
く
で
、
雄
大
さ
が
感
じ
ら

れ
る
」
と
評
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
安
藤
刀
匠
は
、
現
岡
山
県
重

要
無
形
文
化
財
保
持
者
の
安
藤

広
清
刀
匠
（
津
山
市
）
を
師
父

に
も
ち
、
現
在
、
刀
剣
の
里
鍛

刀
場
で
日
々
作
刀
に
励
ん
で
い

ま
す
。

　
出
品
作
は
安
藤
刀
匠
の
人
柄

を
表
す
よ
う
な
柔
ら
か
な
姿
を

し
た
平
造
り
の
脇
指
で
す
。
対

照
的
に
茎
（
持
つ
部
分
）
は
キ

リ
リ
と
鑢
目
が
立
ち
力
強
さ
を

感
じ
ま
す
。

①
刃
長
、
反
り
、
身
幅
、
重
ね（
厚

　
み
）
な
ど
御
刀
の
姿
を
見
る

②
鋼
（
色
や
鍛
え
肌
）
を
見
る

③
刃
文
を
見
る

④
銘
や
鑢
の
か
け
方
を
見
る

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
何
よ
り

も
日
本
刀
を
鑑
賞
す
る
コ
ツ
は

「
怪
し
い
？
」
動
き
を
し
な
が

ら
見
る
こ
と
。
御
刀
の
隅
々
に

光
を
と
ら
え
て
鑑
賞
す
る
こ
と

で
、
一
見
シ
ン
プ
ル
な
造
形
の

中
か
ら
、
美
し
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
博
物
館
の
職
員

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

巻
の
六
十
一

な
か
ご

や
す
り

と
う
し
ょ
う

「
日
本
刀
の
匠
た
ち
　私
の
最
高
傑
作
」

今月のおすすめ本

そうだ、今日も鍋にしよう!
　藤井恵…著

さよならが、いえなくて　助けて、哀しみから
　水谷修／生徒ジュン…著

ちびまる子ちゃんのやさいだいすきえほん にんじんのまき

　教師の元に届いた一通の
手紙。それは、薬物依存症
に苦しむ少女ジュンからの
ＳＯＳでした。その日から
夜回り先生こと水谷修と生
徒ジュンとの間で、ドラッ
グから抜け出すための壮絶
な闘いが始まります。二人
の間で交わされた全ての記
録が収められた１冊です。

　寒い冬はコレ！　簡単でしかも
たっぷり食べることができて温ま
る鍋料理。キムチチゲやいかだん
ごの塩ちゃんこ鍋、豚肉と小松菜
のしゃぶしゃぶなど、意外な材料
の組み合わせや、新鮮な味付けも
あり、毎日食べても飽きない鍋料
理のレシピが満載です。

　子どもには嫌われること
の多い野菜だけど、まる
ちゃんのゆかいなお話を読
むと、苦手な野菜まで好き
になるから不思議。野菜の
種類やおいしく食べられる
料理の仕方、栽培の方法な
どいろんな事が学べる絵本
です。ほかにもピーマン、
トマト、なすがあります。 

これらの本は、市内各図書館・室で借りられます。
■貸し出し・問い合わせ先
　中央公民館図書室　　０８６９－２２－３７６１　 
　長船町公民館図書室　　０８６９－２６－２５０１
　ホームページ　http://lib.city.setouchi.lg.jp/
※牛窓図書館は、移転準備のため閉館中です。

安藤広康刀匠

青木盛家刀匠

期間：２月４日（木）
～３月22日（月・祝）
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備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
　
特
別
展
よ
り

日
本
刀
の
特
性

匠
た
ち
の
技
の
集
結

青
木
刀
匠
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

安
藤
刀
匠
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

日
本
刀
を
鑑
賞
す
る
に
は
？

特別展

し
ろ
が
ね  

し

も
り
い
え

ひ
ろ
や
す

さ
や  

し

と
ぎ  

し

は
が
ね

ぬ
り  

し

か
も

つ
か
ま
き  

し

ち
ょ
う
き
ん
しさくらももこ…原作　藤田智…著

学
校
体
育
施
設
な
ど
を
定
期
利
用
す
る
場
合
は
？

※本紙22ページ参照
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ネ
パ
ー
ル
料
理
教
室

くらしの情報

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く

り
や
体
力
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
参
加
者
相
互
の
親
睦
・

交
流
を
目
的
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
た
瀬
戸
内
市
健
康
マ
ラ
ソ
ン

大
会
も
今
年
で
５
回
目
を
迎
え

ま
す
。

　
今
年
も
、
参
加
者
の
皆
さ
ん

に
、
あ
っ
た
か
〜
い
「
せ
と
う

ち
シ
ー
フ
ー
ド
　
ハ
ッ
ス
ル

鍋
　
」
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
を
代
表
す
る
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
こ
の
大
会

に
参
加
し
て
、
み
ん
な
で
楽
し

く
走
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
競
技
種
目
の
一
つ
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
コ
ー
ス
（
１
・
８
 
）
は
、

当
日
で
も
申
し
込
み
の
受
け
付

け
が
可
能
で
す
。

▽
月
日
　
２
月
21
日
（
日
）

▽
受
付
　
午
前
８
時
30
分
〜
９
時

※
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
の
み
に

　
参
加
す
る
人
は
、
午
前
11
時

　
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

▽
開
会
式
　
午
前
９
時
10
分
〜

▽
場
所
　
邑
久
ス
ポ
ー
ツ
公
園

　
野
球
場

※
雨
天
決
行
（
荒
天
中
止
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
体
育
協
会
事
務
局

　（
邑
久
ス
ポ
ー
ツ
公
園
内
）

　
　
０
８
６
９
―
２
２
―
２
２
１
１

　
国
際
交
流
を
推
進
す
る
会

「
Ｄ
Ｂ
Ｏ
Ｃ
」
が
、
そ
の
活
動

の
一
環
と
し
て
、
料
理
教
室
を

開
催
し
ま
す
。
今
回
は
、ネ
パ
ー

ル
料
理
で
す
。

　
ネ
パ
ー
ル
の
国
土
に
は
エ
ベ

レ
ス
ト
を
含
む
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈

が
あ
り
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
玄

関
口
と
し
て
有
名
で
、
イ
ン
ド

と
チ
ベ
ッ
ト
に
接
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
ネ
パ
ー
ル
料
理
は
イ

ン
ド
料
理
や
中
国
料
理
と
も
接

点
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
、
お

い
し
い
ネ
パ
ー
ル
料
理
を
一
緒

に
作
り
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
　
２
月
27
日
（
土
）

　
午
前
10 
時
〜
午
後
１
時

▽
場
所
　
中
央
公
民
館

▽
講
師
　
ビ
ド
ゥ
ル
・
バ
ニ
ヤ
さ
ん

▽
定
員
　
25
人
（
先
着
順
）

▽
参
加
費
　
一
人
５
０
０
円

▽
持
参
す
る
物
　
エ
プ
ロ
ン
、

　
手
ふ
き
、
三
角
巾

※
料
理
を
持
ち
帰
る
予
定
の
人

　
は
、
タ
ッ
パ
ー
な
ど
の
容
器

　
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
Ｄ
Ｂ
Ｏ
Ｃ
代
表
　
佐
藤
さ
ん

　
　
０
８
６
９
―
２
２
―
０
３
８
８

　
毎
年
３
月
１
日
か
ら
７
日
ま

で
行
わ
れ
る
、
春
の
全
国
火
災

予
防
運
動
に
先
が
け
、
防
火
意

識
の
高
揚
を
図
ろ
う
と
、
防
火

鼓
笛
隊
演
奏
を
行
い
ま
す
。

　
演
奏
す
る
の
は
、
幼
年
消
防

ク
ラ
ブ
員
で
あ
る
邑
久
保
育
園

の
園
児
た
ち
。
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
展
示
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
配
布
な
ど
も
実
施
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
見
に
き
て
く

だ
さ
い
。

▽
日
時
　
２
月
25
日
（
木
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
15
分

※
雨
天
の
場
合
は
翌
日

▽
場
所
　
ゆ
め
タ
ウ
ン
邑
久
店

　
駐
車
場

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
消
防
本
部
予
防
課

　
　
０
８
６
９
―
２
２
―
１
３
３
３

　
岡
山
県
育
英
会
で
は
、
岡
山

県
出
身
者
で
首
都
圏
の
大
学
に

通
学
す
る
男
子
大
学
生
を
対
象

に
、
東
京
寮
の
寮
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
寮
は
、
都
内
で
も

牛
窓
　
冬
の
味
覚
ま
つ
り

ヴ
ァ
レ
ン
タ
イ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

春
の
火
災
予
防
運
動

岡
山
県
育
英
会
寮
生
募
集

特
に
利
便
性
が
高
く
、
閑
静
な

環
境
の
港
区
高
輪
に
設
置
し
て

い
ま
す
。

▽
寮
所
在
地
　
東
京
都
港
区
高

　
輪
三
丁
目
14
番
21
号

▽
応
募
資
格

　
大
学
入
学
後
の
住
居
に
困
窮

し
て
い
る
次
の
人
で
、
在
寮
期

間
は
４
年
間
で
す
。

①
岡
山
県
内
の
居
住
世
帯
の
男

　
子
学
生
で
、
首
都
圏
の
大
学

　
（
夜
間
部
を
含
む
）
に
通
う

　
第
一
年
次
生 

②
寮
費
、
食
費
な
ど
を
厳
重
に

　
負
担
し
、
心
身
と
も
に
健
康

　
で
共
同
生
活
に
適
応
力
の
あ

　
る
人 

③
学
業
成
績
良
好
で
勉
学
に
熱

　
意
が
あ
り
、
独
立
の
生
計
を

　
営
む
保
証
人
が
あ
る
人 

▽
申
込
期
間
　
２
月
１
日
（
月
）

　
〜
26
日
（
金
）

▽
募
集
人
員
　
30
人

▽
選
考
方
法
　
書
類
選
考
と
面

　
接
な
ど
で
決
定

※
応
募
の
手
続
き
な
ど
詳
し
い

　
こ
と
は
、
左
記
ま
で
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
財
団
法
人
　
岡
山
県
育
英
会

　
（
岡
山
県
教
育
庁
　
生
涯
学

　
習
課
内
）

　
　
０
８
６
―
２
２
６
―
７
５
９
８

　
日
本
の
エ
ー
ゲ
海
と
称
さ
れ

る
牛
窓
で
、
新
鮮
な
魚
、
カ
キ

の
お
い
し
さ
を
味
わ
っ
て
み
ま

せ
ん
か
？
　
牛
窓
町
漁
業
協
同

組
合
の
主
催
で
「
牛
窓
冬
の
味

覚
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
会
場
に
足
を

運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
２
月
20
日
（
土
）

　     

午
前
９
時
30
分
〜

      

（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）

▽
場
所
　
牛
窓
町
漁
業
協
同
組

　
合
魚
市
場

※
会
場
周
辺
に
臨
時
の
駐
車
場

　
が
あ
り
ま
す
。

▽
内
容

・
新
鮮
な
地
魚
、
カ
キ
の
販
売

・
魚
介
類
を
使
っ
た
総
菜
の
販
売

・
カ
キ
大
鍋
汁
の
無
料
配
布

　
（
先
着
１
０
０
人
）

・
格
安
で
殻
付
き
カ
キ
詰
め
放
題

　
（
先
着
２
０
０
人
）

・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ー
ナ
ー

　
（
買
っ
た
も
の
を
そ
の
場
で

　
焼
い
て
食
べ
ら
れ
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
牛
窓
町
漁
業
協
同
組
合

　
　
０
８
６
９
―
３
４
―
３
０
６
５

　　
岡
山
県
在
住
や
ゆ
か
り
の
あ

る
演
奏
家
が
会
員
と
な
っ
て
い

る
岡
山
県
演
奏
家
協
会
と
ル
ネ

ス
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
実
行
委
員
会

の
主
催
で
「
ヴ
ァ
レ
ン
タ
イ
ン

コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
０
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　
当
日
は
、
ピ
ア
ノ
、
エ
レ
ク

ト
ー
ン
、
マ
リ
ン
バ
、
オ
ー
ボ

エ
の
楽
器
に
ソ
プ
ラ
ノ
や
バ
リ

ト
ン
の
声
楽
を
併
せ
て
、
「
愛

の
夢
」
「
マ
イ
・
フ
ァ
ニ
ー
バ

レ
ン
タ
イ
ン
」
な
ど
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
演
奏
し
ま
す
。

　
親
し
い
友
人
や
ご
家
族
で
音

楽
に
触
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

▽
日
時
　
２
月
13
日
（
土
）

・
１
回
目
（
昼
の
部
）

　
午
後
１
時
開
場

　
午
後
１
時
30
分
開
演

・
２
回
目
（
夜
の
部
）

　
午
後
５
時
開
場

　
午
後
５
時
30
分
開
演

▽
場
所
　
ル
ネ
ス
ホ
ー
ル
（
お

　
か
や
ま
旧
日
銀
ホ
ー
ル
）

▽
入
場
料

　
一
般
／
１
、
５
０
０
円
（
前

売
り
・
当
日
共
に
）
、
ペ
ア
チ

ケ
ッ
ト
／
２
、
０
０
０
円
（
前

売
り
の
み
）
、
全
席
自
由
。

※
チ
ケ
ッ
ト
の
お
求
め
な
ど
詳

　
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
ル
ネ
ス
ホ
ー
ル

　
　
０
８
６
―
２
２
５
―
３
０
０
３

　
ス
ト
レ
ス
や
悩
み
ご
と
な
ど

の
話
を
人
に
聞
い
て
も
ら
う
こ

と
で
、
元
気
に
な
っ
た
経
験
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
　

　
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
相

手
の
話
に
耳
を
傾
け
て
聴
く
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
こ
と
。
単
に
話

を
聞
く
だ
け
で
な
く
、
心
で
聴

い
て
受
け
止
め
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　
市
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

ス
マ
イ
ル
で
は
、
「
傾
聴
」
の

技
法
・
技
能
を
修
得
で
き
る
養

成
講
座
（
全
10 
回
、
２
〜
６
月

の
予
定
）
を
開
講
し
ま
す
。
受

講
を
希
望
す
る
人
は
、
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
２
月
25
日
（
木
）

　
午
前
10 
時
〜
正
午

▽
場
所
　
市
地
域
生
活
支
援
セ

　
ン
タ
ー
ス
マ
イ
ル

▽
内
容
　
第
１
回
「
人
を
援
助

　
す
る
こ
と
と
傾
聴
」

▽
講
師
　
森
口
章
さ
ん
（
杖
塾

　
主
宰
・
岡
山
県
公
立
学
校
学

　
校
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

▽
定
員
　
30
人

▽
費
用
　
無
料

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
市
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
マ
イ
ル

　
　
０
８
６
９
―
２
２
―
９
６
０
０
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みんなで一緒に楽しく走ろう！

“

”
キ　
ロ

デ
ー
　
ボ
　
ッ
　
ク

カリーやナンを作ってみませんか

海を眺めながら炭火焼きはいかが？
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瀬戸内市ホーム
ページアドレス
http://www.city.
setouchi.lg.jp

：0869-22-1111
：0869-34-3431
：0869-26-2001
：0869-26-8001
：0869-34-5640
：0869-22-1325
：0869-22-1333
：0869-25-0004

携帯電話用QRコード

瀬戸内市役所
牛 窓 支 所
長 船 支 所
ゆめトピア長船
教 育 委 員 会
上 下 水 道 部
消 防 本 部
裳 掛 出 張 所

問
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くらしの情報

生活習慣病教室

あじさい講座

介護教室

年金相談

法律相談

各種相談業務
　市民病院では、生活習慣病教室を毎月１回、開催
しています。興味のある人は、ご参加ください。
◇日時　２月17日（水）　午前11時～
◇場所　瀬戸内市民病院
◇テーマ　「脂質異常症と動脈硬化について」
◇定員　30人（病院食付きは24人）
◇参加費　５００円（食事付き）１００円（食事なし）
■問い合わせ・予約先
　瀬戸内市民病院　　０８６９－２２－１２３４

◇日時　２月６日（土）　午前10時～正午
◇場所　あじさいのおか牛窓
◇テーマ
　「知って得する法律アレやコレ～相続・遺言など～」
◇講師　岡崎昭好さん（岡山県司法書士会）
◇参加費　無料（事前連絡不要）
※介護・健康用品の展示もあります。
■問い合わせ先
　在宅介護支援センターあじさい
　　０８６９－３４－６３６６

　邑久在宅介護支援センターの主催で、介護教室が
開催されます。興味のある人はご参加ください。
１回目
　◇日時　２月３日（水）　午後２時～３時30分
　◇場所　中央公民館　研修室
２回目
　◇日時　２月16日（火）　午前10時～11時 30分
　◇場所　裳掛コミュニティセンター
◇演題　「腰痛はこうして改善・予防する」
◇講師　山本早紀さん（健康運動指導士）
◇参加費　無料（事前連絡不要）
■問い合わせ先
　邑久在宅介護支援センター
　　０８６９－２２－９５０３

　年金事務所の職員が年金の相談に応じます。
◇日時　２月25日（木）　午前10時～午後３時
◇場所　ゆめトピア長船
◇参加費　無料
■問い合わせ先
　市市民課　　０８６９－２２－１７９０

　弁護士による法律相談を実施します。
　２月１日（月）から予約の受け付けを行います。
◇日時　３月11日（木）　午前10時～午後３時
◇場所　瀬戸内市役所
◇参加費　無料
■問い合わせ・予約先
　市総務課　　０８６９－２２－１１１２

●行政相談（主に行政全般に関する相談）
　【相談員：行政相談委員】
　■問い合わせ先
　　市総務課　　０８６９－２２－１１１２

●心配ごと相談（内容はどんな相談でもOK）
　【相談員：心配ごと相談員、弁護士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先　市社会福祉協議会
　　本　　所　　０８６９－２２－２９４０
　　長船支所　　０８６９－２６－３１００
　　牛窓支所　　０８６９－３４－６９２４

●なやみごと相談（主に人権に関する相談）
　【相談員：人権擁護委員】
　■問い合わせ先
　　市市民課　　０８６９－２２－３９２２

●住宅増改築相談（住宅に関する相談）
　【相談員：住宅相談員】
　■問い合わせ先
　　市建設課　　０８６９－２２－２６４９

●消費生活相談（架空請求・訪問販売などに関する相談）
　【相談員：くらしの相談員】
　■問い合わせ先
　　市生活環境課　　０８６９－２２－１８９９

◇育児相談（乳幼児に関する相談）
　■問い合わせ先
　　市健康づくり推進課　 ０８６９－２６－５９６２

◇こころの健康相談（心の健康に関する相談）
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　市健康づくり推進課　 ０８６９－２６－５９６２

◇精神保健福祉相談（精神保健福祉に関する相談）
　【相談員：精神科専門医（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　備前保健所　　０８６－２７２－３９３４

◇乳幼児こころの健康相談
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　市健康づくり推進課　 ０８６９－２６－５９６２

◇身体障害者・知的障害者専門相談
　【相談員：専門相談員（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　市地域生活支援センタースマイル
　　　０８６９－２２－９６００

◇思春期こころの健康相談
　【相談員：思春期保健相談士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　市地域生活支援センタースマイル
　　　０８６９－２２－９６００
※各種相談日は左ページのカレンダーをご覧ください。

くらしのカレンダー
2010

2 月
日 /SUN 月 /MON 火 /TUE 水 /WED 木 /THU 金 /FRI 土 /SAT

平成２２年　ＦＥＢＲＵＡＲＹ

６５４３２１１/３１

７ ８ ９ １０ １１ １２ １３

２０１９１８１７１６１５１４

２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７

３/６３/５３/４３/３３/２３/１２８

◇身体障害者専門相談
　13：00～17：00
　地域生活支援センタースマイル
★子育て支援ネットワーク交流会
　10：00～11：30
　ゆめトピア長船

スポ少　卓球交歓大会
　 9：00～
　長船スポーツ公園体育館
健康フェスタ
　 9：30～14：00
　ゆめトピア長船

体協　歩こう会
　沖田神社コース
　9時5分邑久駅発赤穂線
体協　春季バレーボール大会
　8：45～
　牛窓体育館

体協　健康マラソン大会
　9:10～
　邑久スポーツ公園野球場

建国記念の日

◇知的障害者専門相談
　13：00～17：00
　地域生活支援センタースマイル

◇こころの健康相談
　13：30～15：00
　ゆめトピア長船

◇育児相談
　9：30～11：00
　ゆめトピア長船
◇身体障害者専門相談
　13：00～17：00
　地域生活支援センタースマイル

◇精神保健福祉相談
　13：30～15：00
　ゆめトピア長船
◇乳幼児こころの健康相談
　14：00～15：00
　ゆめトピア長船

体協　スキー教室
　6:00～日帰り
　恩原高原スキー場

◇思春期こころの健康相談
　10：00～15：00
　地域生活支援センタースマイル

◇思春期こころの健康相談
　10：00～15：00
　地域生活支援センタースマイル

◇思春期こころの健康相談
　10：00～15：00
　地域生活支援センタースマイル

●心配ごと相談
　9：00～12：00
　邑久町総合福祉センター
★子ども発達相談
　事前予約必要
　ゆめトピア長船

●心配ごと相談
　9：00～12：00
　ゆめトピア長船

●心配ごと相談
　9：00～12：00
　邑久町総合福祉センター
●住宅増改築相談
　9：00～15：00
　瀬戸内市役所

●行政・なやみごと相談
　10：00～12：00
　瀬戸内市役所
●消費生活相談
　9：00～12：00
　瀬戸内市役所
◇知的障害者専門相談
　13：00～17：00
　地域生活支援センタースマイル

●行政・なやみごと相談
　10：00～12：00
　牛窓町公民館
●心配ごと相談
　9：00～12：00
　牛窓町公民館

●行政・なやみごと相談
　10：00～12：00
　ゆめトピア長船
◇精神保健福祉相談
　13：30～15：00
　ゆめトピア長船

◇身体障害者専門相談
　13：00～17：00
　地域生活支援センタースマイル

◇知的障害者専門相談
　13：00～17：00
　地域生活支援センタースマイル
★年金相談
　10：00～15：00
　ゆめトピア長船

◇こころの健康相談
　13：30～15：00
　ゆめトピア長船

◇育児相談
　9：30～11：00
　ゆめトピア長船
◇身体障害者専門相談
　13：00～17：00
　地域生活支援センタースマイル

子どもの健診 　場　　所　ゆめトピア長船　
　受付時間　午後１時15～45分

■問い合わせ先　市健康づくり推進課　　０８６９－２６－５９６２

健診名 月　日 対　象

乳児健診
（4・5ヵ月児）

乳児健診
（9・10ヵ月児）

1歳６ヵ月児健診
２歳児健診
３歳児健診

２月16日（火）

２月17日（水）

２月10日（水）
２月18日（木）
２月24日（水）

平成20年７月生
平成19年10月生
平成18年８月生

平成21年９月生

平成21年５月生

▽
▽
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２月納期の市税

固定資産税【４期】 国民健康保険税 【６期】

介護保険料【６期】 ※納付期限は3月1日（月）です。

人の動き《平成２２年１月１日現在》

人口

男

女

世帯

３９，４７７人
１８，８１２人
２０，６６５人
１４，４２２戸

（－ ２）

（± ０）

（－ ２）

（＋２０）

※確定申告はお早めに！
２月16日～３月15日は所得税の確定申告期間です。
詳しい日程は、本紙３ページをご覧ください。
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▼
２
月
12
日
〜
28
日
の
17
日
間
、
い
よ
い
よ
カ
ナ
ダ
の

都
市
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
第
21
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季

競
技
大
会
が
始
ま
り
ま
す
。
▼
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ

は
苦
手
な
わ
た
し
で
す
が
、
日
本
代
表
選
手
団
の
活
躍

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
ガ
ン
バ
レ
日
本
！
　
　
　
利
光

▼
肝
臓
が
心
配
で
お
酒
を
減
ら
し
ま
し
た
が
、
そ
の
代

わ
り
甘
い
も
の
と
と
っ
て
も
仲
良
し
に
…
。
こ
の
ま
ま

だ
と
す
い
臓
の
方
が
先
に
壊
れ
ち
ゃ
い
そ
う
。
▼
健
康

診
断
が
近
く
な
っ
て
慌
て
て
い
ま
す
が
、
日
ご
ろ
か
ら

も
っ
と
体
を
大
切
に
し
な
い
と
ダ
メ
で
す
ね
。
　
ナ
ベ

わが家の宝１歳です！

浦山蒼志 ちゃん
平成20年８月22日生まれ

お住まい　長船町土師

ご両親　泰弘・真奈さんから

　これからも明るく元気いっ
ぱいな、そう君でいてね☆

そ う し

尾　結衣 ちゃん
平成20年 10月１日生まれ

お住まい　邑久町下笠加

ご両親　俊昭・涼子さんから

　笑顔のかわいい結衣ちゃ
ん。いっぱい遊んで心の暖か
い優しい子になってね。

ゆ　い

投稿募集中！

①１歳の赤ちゃんの写真

　（両親の名前、赤ちゃんの生年月日、

　両親からのひとことも記入）

②短歌・俳句・詩

③イベント案内の告知や募集案内

④イラスト・絵手紙

⑤瀬戸内市の風景などを写した写真

　（写真の題名、撮影場所、撮影日時

　などを記入）

★応募方法　

　住所・氏名・電話番号を明記し、

はがき・ＦＡＸ・電子メールなどで

市企画振興課へ送付してください。

　匿名・ペンネームを希望する場合

は、その旨もお書きください。皆さ

んからのご応募をお待ちしています。

★留意点

　原則として、投稿していただいた

原稿や作品は返却していません。掲

載の都合上、すべての作品を掲載で

きない場合もありますので、あらか

じめご了承ください。

■問い合わせ・応募先

　〒７０１－４２９２

　瀬戸内市邑久町尾張３００－１

　瀬戸内市役所　企画振興課

　　０８６９－２２－１０３１

　 FAX０８６９－２２－３３０４

　E-mail:hiroba@city.setouchi.lg.jp
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が
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片
島
　
秋
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（
長
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福
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　△山本敏子さん（牛窓町牛窓）
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じ

けいじばん

瀬戸内写真館

華麗なるオーストリア大宮殿展

特別展　「日本刀の匠たち　私の最高傑作」

ーハプスブルク帝国の栄光ー

　ヨーロッパの名門ハプスブルク家の隆盛とともに繁栄したオースト
リア。政治と文化の拠点として栄えたウィーンには、13世紀から約
700年間にわたり、ハプスブルク家一族の歴史をとどめてきた宮殿な
どが数多く散在しています。岡山県立美術館では、オーストリア王宮
家具博物館の全面的な協力のもと、ハプスブルク帝国の栄光を物語る
「宮殿」にスポットをあて、美しい文化の都・オーストリアを代表す
る宮殿の魅力を紹介します。
　開催期限：２月21日（日）
　開館時間：午前９時～午後５時
　（入館は午後４時30分まで）
　開催場所：岡山県立美術館
　入 場 料：
　大人１，０００円／大学・高校生７００円
　小・中学生３００円／６５歳以上５００円
※前売券、２０人以上の団体料金あり
■問い合わせ先　岡山県立美術館
　　０８６ー２２５ー４８００

　備前長船刀剣博物館では、佐野美術館（静岡県三島
市）との合同巡回展を開催いたします。全国各地の刀
匠３０人、職方（鞘師、白銀師、彫金師）６人の作品
を展覧します。ぜひ会場にお越しください。ご来場を
お待ちしています。
　開催期間：２月４日（木）～３月２２日（月・祝）
　開館時間：午前９時～午後５時
　（入場午後４時３０分まで）　
　会　　場：備前長船刀剣博物館
　入 館 料：特別展につき
　一般７００円（５００円）
　大学・高校生４００円（３００円）
　中学生以下無料／（　）内は２０人以上の団体料金
　※特別展図録を１冊１，３００円で販売
■問い合わせ先　備前長船刀剣博物館
　　０８６９ー６６ー７７６７
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植栽して６～７年になる金のなる木です。樹高1.2ｍ
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